
World #01

その世界の日常や暮らし

細胞の進化・革新により、すべての生命、

生物がお互いに好影響を及ぼし合う世界

その世界の科学技術

その世界の価値観

その世界の文化

その世界のルール・規範

その世界が抱える問題

その世界が目指す世界

その世界の勝ち組・受益者・共感者

その世界の負け組・被害者・反抗者

Dream

細胞

Dream細胞

Shimz Identity

Weak Signal

Here, Now

Infection Point

今ここにある世界

変化点

今でもなくここでもない世界（生きたい世界）

清水建設のアイデンティティから生まれるコトバ

ウィークシグナルから生まれるコトバ

他から加わる作用で

なく、内包される意

識や概念までをも含

む情報によりものご

とが形成される

再プログラミング

可能な細胞で分子

製造を行う生物・

合成化学が登場

防さび、防腐食、

損傷修復を自分で

やってくれる新金

属、新木材

石灰岩など

素材を作る

細胞

ビジョン

歴史と伝統

企業文化

次の世代の

Dream

誇り

つなぐ 伝承

やろうとしているのは未来をつくる仕事、

世代を超えつなぐ仕事、

子ども達にとって役に立つ仕事、

子どもたちに誇れる仕事

直接的な顧客は大人であるが、

「子ども＝次世代を担う存在」を

大切にしながら仕事をしている

シミズ

ドリーム

子どもたち

に誇れる

仕事を

夢を実現す

るための

技術

人と自然が好影響を及ぼし合いながら共存している

・自然物由来の材料で作られた建築で囲まれて生活している。

知育玩具に細胞培養キット
があるくらい人にとって
細胞は身近な存在

・人間都合でつくられた人工物、建築が存在していない。

海洋・宇宙にも人が住んでいる

・食用ドリーム細胞を材料にして、自宅で好きな食べ物を
　3Dプリントできる。

・惑星レベルの究極的な地産地消が成り立っている。

シミズドリームの

世界観が実現

・人々はドリーム細胞を太陽光+αで培養し、水、空気、食料、建材を
　つくりだして生活している。

あらゆる廃棄物を無害化する細胞が完成

・核廃棄物を無害化する細胞を手に入れたことで
　エネルギー問題に終止符。　→　原発の普及に貢献する。

・すべての工業物が分解可能で、産業廃棄物がなくなる。

・植物・動物の2分類ではなく、緑が動物の一部になり得る。
　建物自体が命を持っている状態。材料になっても生き続ける。

・余分なものは取り除いて、残ったものを再利用。

ドリーム細胞を使って、
他の惑星に住むのに適した
身体に改造できる

他の惑星で太陽光

や水素のエネルギ

ーマネジメント

宇宙開拓用の

汎用細胞の開発

ごみという概念がない

ドリーム細胞エンジニアが
なりたい職業No1

ドリーム細胞は
サステナビリティを実現
するために不可欠なもの

自然との共存が当たり前

人の寿命を延ばす
細胞技術

不老不死がある

建築と自然物の共存を重んじる

・傷ついても治るが、自然物を大切にしている。

・重要文化財などを完璧に保存可能にする。(物理的文化材の継承)
　→建築の医者がいる。(細胞処方)

地域に根差した建築を愛する

・地域性を反映した奇抜な景観が地域ごとに生まれる。

・人によって設計された細胞が、地域性を考慮して形を独自に作る。

人が細胞の進化を見守る

自然界のルールにのっとっている

・自然の法則が最も尊重されている。

・ドリーム細胞を人間中心的に扱う人たちは淘汰される。

国同士(国際機関)で細胞の
あり方、扱い方がルール化

細胞により作られる材料の
最低限の物性がマニュアル化
(強度・耐久性など)

細胞の暴走がある

・材料を本来の機能とは逆に劣化させてしまうことがある。

・有害物質を生む細胞が生まれ、他の物を傷つける可能性がある。

・人工操作された生物が環境適応できず、望まれた進化をとげない。

人口が増加し続け、住居や
食料問題が深刻化

ものを大事にする意識、理解の欠如

・ものの寿命という概念がなくなり、本当の意味でものを大事にする
　ことがどういうことか理解できなくなる。

自然循環が当たり前

人だけではたどり着けなった未知の世界
を切り拓いてくれる

・自然にのっとった細胞を使うと、人間が想像できないような
　こともできるようになる。

不老不死が生きることの
目的や頑張る理由を見失う

自然の法則にのっとった
行動をする人

有限である土地に
建物を最初に作った人
（1度建てれば建物は永遠に残る）

細胞の設計者と意匠設計者

一匹狼タイプ

新素材の開発者
（ドリーム細胞以外の素材開発）

型をつくる仕事 旧来型の素材製造業
（細胞を使わない
素材メーカー）

建築を修復させる
メーカー、業界

細胞効果に対する責任の所在が不透明に

・細胞の状態を人が監視するか、デジタルデータで自動監視するか。

・どこまでが細胞の効果で、どこからが経年的な劣化・変異かが
　わからない場合がある。

・細胞が壊れた時の責任の所在が不透明になっている。

細胞

が市民権

を得る

DNA解析

細胞で作られた

建築物が信頼される

建築技術
細胞材料

ハウスに住む

細胞

デザイン

技術の確立

自然由来で

進化した

細胞の発見

自然法則の

理解

自然災害

植物工場

再生医療の進歩

3Dプリンティング
自由局面形状

樹木細胞学(京都大学)

昆虫食

ノーコードプログラム

食ロス削減

共存・共生・共感

働き方改革

火星都市
原発問題

循環型経済

サーキュラーエコノミー

細胞の発見、製造

に必要な様々な知

見が集結し、研究

が推進

自然細胞研究

S- Cellラボ、
細胞培養管理

システム

伝統建築

技術

(守る、応用)

再生医療

エンジニア

リング

バイオ肉

バイオ野菜

が当たり前に

なる

有機材料

の開発

細胞産業の発展

あらゆるものが細胞基準

食べれる建築物になるかも

バイオ食品は

細胞産業

核廃棄物を食べて無害化

する細胞が発明される

細胞をモニタリング

すると自然の法則が

理解できる

(細胞による)
都市モニタ

リング

人類は災いから学ぶ

建設3D
プリン

ティング
細胞を材料に、強化された木材や

金属材料を作る

細胞活用

推進自治体の

出現

細胞の使い

方、指針の

一般化

素材の分析方法

適した細胞の

選定方法、細胞

調合技術の確立 細胞レベルで材料の最適化

遺伝子操作

が許される

世の中になる

民間だけだとどうしても利益の

あるところしかやらない

遺伝子組み換え技術

自然法則を

知った上での

遺伝子組み換え

ドリーム細胞の一

歩手前さまざま細

胞に適用可能な

マルチ細胞
基幹細胞の

開発からはじまる

人にもともと備わってい

たはずの自然共存本能を

呼び覚ます

人の行動を

監視する細胞

様々な分野で

応用されていく

人間、食、自然、材料

高効率にドリ

ーム細胞を培

養する技術が

確立する

重さにシビアな宇宙空間に

種で持っていき現地で培養

倫理的、

価値観の変化

世の中の人が

使えるようになる

全てのサプライチ

ェーンをつなぐた

めのドリーム細胞

が揃う
有機物で循環

細胞ベース

の構造材

表面処理

まずは表面から

宇宙

ホテル、

ルナリング月、火星の

自然法則から

、適切なドリ

ーム細胞をつ

くる
水や酸素などもつくれる

細胞プリンティング技術

パラメータ

設定による

都市

デザイン樹木にパラメータ

を設定すると自然

に育っていく

細胞を活用した

街づくりシミュレーション

コンピュテー

ショナル

デザイン

Shimiz DDE

火星の地下都市で暮らす人々

・ドリーム細胞でつくられた地下都市が
　植物が根をのばすように存在。
・地球にいながら火星の設計もできる。

ドリーム細胞のおもちゃで

子どもが街をつくれる

「子供たちに

誇れる仕事を」

＋

「子供たちと

つくる仕事」

気候変動

プラネットセンタード地球が第一

細胞
自己増殖

融合

自己増殖し意志の持ったマイクロマシン

IPS細胞のごとく何にでも変形できる

自動・自己

増殖する

マイクロ

マシン

IPS・原始
細胞

身体拡張

=
昆虫、動物

超

拡張

ダーウィンの進化論を超越した

次世代の進化論

足りないものを補うという発想を超えて、

古代に置いてきたものを取り戻すかの

ような人体拡張

Not Here, Not Now. Otherworldly

妄想をさらにふくらませ世界の構成要素を妄想する

造語から妄想した世界のワンシーン

その世界をかたちづくる９つの構成要素と舞台設定

長期間人工的な処置

を施す必要のない

持続可能な建築物が

、人々の生活を支え

ている木などの自然物が細

胞(繊維)レベルで独
自に進化し、建築素

材として使われてい

る

すべての生命の意

向が反映された環

境づくりが実現

biotechnologyの倫
理観、禁忌が科学的

な根拠に基づいて語

られ、実装される

素材に注入された

細胞(菌)が新しい建築
素材を生み出す


